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動
計
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行
動
目
標
⑤ 

人
権
意
識
と
福
祉
の
心
を
育
て
よ
う 

■
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら 

 

■
福
祉
を
も
っ
と
身
近
に 

■
福
祉
へ
の
理
解
と
心
を
育
て
る 

 

社
協
で
は
、
広
報
誌
等
で
の
福

祉
情
報
の
発
信
や
、
イ
ベ
ン
ト
や

体
験
学
習
の
開
催
を
通
し
て
、
福

祉
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
疑
似
体
験
セ
ッ
ト

の
貸
出
等
を
行
い
、
地
域
の
学
校

や
企
業
な
ど
を
含
め
た
福
祉
教
育

の
実
践
に
努
め
ま
す
。 

 

行
政
で
は
、
地
域
福
祉
へ
の
関

心
や
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
住
民
に
関
心
を
持
っ

て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広

報
・
啓
発
活
動
の
推
進
や
、
学

習
・
教
育
機
会
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。 

 

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
周
り
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
を
育
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
身
近
に
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と

を
認
識
し
、
積
極
的
な
福
祉
講
座

等
へ
の
参
加
を
通
し
て
福
祉
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

指  標 平成26年度 平成32年度 

学校等への福祉出前講座 4回 30回 

困っている人から助けを求

められたとき、対応したいと

思う住民の割合 

65.3％ 80％ 

◆ 目標指数 ◆ 

体験を通し、相手の気持ちを考
えられる優しい心を育てる 

期間：7/4～7/10 
場所：熊本市社協北事務所 

発災から２ヶ月、被害の大き

かった地域では、まだ多くのニ

ーズが寄せられており、地元社

協職員に代って現地調査を行い

ました。 

また避難所では、避難者が今

後地域で自立した生活を送るた

めに、今どんなことで困ってい

るか、何が必要かを詳しく聞き

取るためのアンケートを作成す

る業務に携わりました。 

災害ＶＣの運営だけでなく、

被災者が抱えてる問題やニーズ

を掘り起こし、制度や支援活動

に結び付けることも社協の役割

だと改めて感じました。（横山） 

カードに書かれた事例に対し災害対応を
考え、様々な意見や価値観を共有する 

 

７
月
６
日
、
「
災
害
Ｖ
Ｃ
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
運
営
者

研
修
会
」
に
職
員
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

発
災
直
後
か
ら
災
害
Ｖ
Ｃ
立
ち

上
げ
ま
で
の
流
れ
や
、
Ｖ
Ｃ
を
支

え
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
資
金
の
確

保
、
情
報
発
信
の
方
法
な
ど
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
防
災
対
策
委
員

会
で
検
討
し
、
９
月
に
模
擬
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。  

熊本地震 

職員派遣 活動報告 

 
 

全社協の要請を受け、四国ブロック

代表として、職員１名が県内社協 

職員３名とともに災害ＶＣ 

及び社協運営支援等の 

活動に参加しました。 

●
減
災
と
い
う
考
え 

 

●
普
段
か
ら
の
繋
が
り
が
大
事 

●
情
報
発
信
は
使
い
分
け 

 

減
災
と
は
、
災
害
が
起
こ
っ
た

時
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
。
家
庭
や
職
場
な
ど

で
備
蓄
を
し
て
お
く
事
や
、
災
害

支
援
の
人
材
育
成
、
地
域
内
外
で

の
繋
が
り
の
強
化
が
大
切
。 

 

 

災
害
時
は
、
モ
ノ
や
資
金
の
確

保
の
た
め
、
住
民
や
団
体
、
施

設
、
企
業
な
ど
様
々
な
ヒ
ト
と
の

円
滑
な
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

協
定
を
結
ん
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
日
ご
ろ
か
ら
、
役
割
分
担
の

確
認
等
の
関
係
づ
く
り
が
重
要
。 

 

 

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
、
発
信
す
る

内
容
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル

の
特
性
を
活
か
し
使
い
分
け
る
事

が
必
要
。 

８月１０日（ハートの日）は 、ぼくの誕生日だよ！ 
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①
部
署
・
役
職 

②
担
当
地
区 

 

③
趣
味
・
特
技 

★
印
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。 

 9(火)     9：00～ ★法律相談（ひまわりセンター） 

10(水)   9：00～ ★介護相談（ひまわりセンター） 

17(水)   9：00～ ★法律相談（綾歌保健福祉センター） 

18(木)   9：00～ 
★法律相談 

（飯山総合保健福祉センター） 

23(火)   9：00～ ★司法書士相談（ひまわりセンター） 

実施中！ 
月 例 清 掃 

ひまわりセンター周辺を
職員が清掃しています。 

実施日時： 
毎月第３水曜 8：10～ 

８
月 

行
事
予
定 

 

 

福
祉
マ
マ
と
は
、
社
協
会
長
の

委
嘱
を
受
け
て
地
域
で
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
年
に

２
回
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
の
方
の
実

態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の
見

守
り
や
支
援
活
動
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。 

 

調
査
後
に
は
、
介
護
者
の
役
に

立
つ
も
の
を
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
を

用
意
し
、
友
愛
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

福
祉
マ
マ
が
友
愛
訪
問 

 
 

寝
た
き
り
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る 

 

訪
問
の
際
に
、
食
事
の
支
度
や

移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る
な
ど
、

老
老
介
護
の
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
福

祉
マ
マ
は
、
「
こ
ん
に
ち
は
、
お

元
気
で
す
か
。
」
と
高
齢
者
に
声

を
掛
け
た
り
、
介
護
を
し
て
い
る

ご
家
族
と
お
話
し
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
楽

に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 市内で暮らす在宅寝たきり高齢者数は、年々減少し

ています。これは、以前より施設に入所される方が多

くなっていることが原因ではないかと考えています。 

寝たきり高齢者数年度別推移 

 

福
祉
マ
マ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
久

し
ぶ
り
に
笑
顔
が
見
ら
れ
た 
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松岡 歩
まつおか あゆみ

  高嶋
たかしま

 規千子
み ち こ

 

①
地
域
福
祉
課 

③
涼
し
く
な
っ
た
ら
お
城
な

ど
歩
い
て
体
力
を
つ
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

①
し
お
や
保
育
所 

③
ス
ヌ
ー
ピ
ー
が
大
好
き
で

グ
ッ
ズ
を
見
つ
け
る
と
つ
い

買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ヌ

ー
ピ
ー
が
生
ま
れ
た
ア
メ
リ

カ
の
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
に
行
く

の
が
夢
で
す
。 


